
編

集

後

記

◇
強
も
の
た
ち
の
祭
典

″か

い
じ
国
体
″
も
終

り
、　
う
た
げ
の
あ
と
に
秋
は
深
ま
っ
て

い
き
ま

す
。
市
史
研
究
第
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
に
は
、
七
編
の
論
考
、
史
料

・
調
査
報
告

二
編
、
他
に

「
市
史
の
広
場
」
に
小
品
二
編
を
そ

れ
ぞ
れ
お
寄
せ
い
た
だ
き
、　
一
座
談
会
を
収
録
し

ま
し
た
。

◇
巻
頭
の
竹
山
委
員
の
論
文
は
、
政
党
政
治
家
犬

養
毅
の
書
簡
七
通
を
新
た
に
世
に
出
す
も
の
で
あ

っ
て
、
明
治
後
半
、
改
革
派

・
非
改
革
派
で
揺
れ

動
く
中
央
政
局
、
ま
た
そ
れ
に
運
動
す
る
県
内
の

政
情
を
生
々
し
く
伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な
ご
発
表

で
あ
り
ま
す
。

白
倉
委
員
に
は
、
山
梨
に
縁
の
深
い
太
宰
治
と

そ
の
作
品
に
表
わ
れ
る
甲
府
を
テ
ー
マ
に
ご
執
筆

願
い
ま
し
た
。
生
の
不
安
、
生
存
の
危
機
を
製
作

の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
た
太
宰
が
、
甲
府
に
住
ん

だ
前
後
は
最
も
安
定
し
て
い
た
時
期
と
い
わ
れ
、

彼
が
作
品
を
通
じ
て
表
わ
す
甲
府
の
様
々
は
、
本

論
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
町
名

や
建
物
な
ど
を
交
叉
し
て
み
る
と
興
味
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

齋
藤

（
康
）
委
員
は
前
号
に
続
き
若
尾
財
閥
が

テ
ー
マ
で
、
本
号
で
は
主
に
地
主
経
営
の
分
析
を

行
い
、
若
尾
家
の
経
営
基
盤
の
主
要
部
分
が
地
主

的
土
地
所
有
に
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
て
ま
す
。

清
水
氏

「
明
治
中
期
に
お
け
る
甲
府
の
学
校
沿

革
史
」
は
投
稿
。

「
学
制
頒
布
」
以
後
の
初
期
近

代
荻
育
体
制
の
展
開
が

一
眸
で
き
ま
す
。

◇
中
沢
委
員

「
甲
斐
府
中
概
観
」
は
前
号
飯
沼
論

文
の
批
評
。
本
誌
が
、
地
方
史
研
究
が
よ
り
深
化

す
る
た
め
の

「
場
」
と
な
る
こ
と
は
当
初
か
ら
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
甲
斐

府
中
を
例
に
戦
国
城
下
町
の
都
市
像
を
試
論
さ
れ

た
飯
沼
論
文
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て

「
私
見
の
開

陳
」
と
さ
れ
た
中
沢
論
文
は
、
大
変
意
義
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

小
沢
委
員

「
甲
府
に
み
ら
れ
る
墓
碑

・
墓
石
の

変
遷
」
は
、
墓
碑

・
墓
石
の
う
つ
り
と
時
代
の
特

徴
を
考
察
さ
れ
た
果
色
の
論
考
と
い
え
ま
す
。

守
屋
委
員
は
、
印
聖
と
も
い
わ
れ
る
江
戸
中
期

の
象
刻
家
高
芙
蓉
に
関
し
て
の
研
究
で
、
と
り
わ

け
謎
と
さ
れ
る
出
自
に
つ
い
て
の
論
究
は
注
目
さ

れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

◇
考
古
に
関
す
る
も
の
は
二
編
。
田
代
委
員

「
一

の
森
経
塚
発
掘
報
告
」
は
、
昨
冬
、
市
史
編
さ
ん

委
員
会
が
行

っ
た
甲
府
市
北
部
上
積
翠
寺
町
の
遺

跡
発
掘
調
査
の
報
告
で
す
。
小
雪
舞
う
厳
冬
の
発

掘
か
ら
、
出
上
品
の
整
理

・
分
析
、
報
告
書
の
作

成
ま
で
、
終
始
担
当
さ
れ
た
田
代
委
員
の
御
労
苦

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

保
坂

。
河
西
両
氏
は
、
相
川
扇
状
地
か
ら
発
見

さ
れ
た
ナ
ウ
マ
ン
象
日
詢
化
石
の
報
告
に
加
え
、

先
上
器
時
代
研
究
の
展
望
を
も
考
究
さ
れ
た
貴
重

な
発
表
で
、
投
稿
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

◇
座
談
会
。
こ
う
し
た
聞
き
取
り
は
、
戦
後
史
を

総
括
的
に
捉
え
る
う
え
で
、
史
料
の
空
白
部
分
を

補
う
面
で
有
効
で
し
ょ
う
。
坂
木
委
員
に
は
多
々

お
骨
折
り
願
い
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
市
史
の
広
場
」
に
は
、
相
原
、
金
丸
の
ご
両

氏
に
小
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
氏
と

も
市
史
に
必
要
な
史

・
資
料
の
調
査
活
動
で
は
、

日
頃
御
協
力
を
願

っ
て
お
り
こ
の
機
会
に
お
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

◇
市
史
本
編
の
編
集
は
、
磯
只
委
員
長
は
じ
め
市

史
発
刊
の
先
陣
を
切
る
近
世
部
会
各
委
員
方
の
献

身
的
な
御
努
力
に
よ
り
、
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま

す
。
現
在
、
近
世
史
料
編

（
町
方
）
全
三
巻
が
再

校
の
段
階
に
あ
り
ま
す
の
で
、
年
内
、
遅
く
と
も

新
年
早
々
に
は
配
布
で
き
る
予
定
で
す
。

ど
う
か
御
期
待
い
た
だ
き
度
く
存
じ
ま
す
。

全
局
　
木
）
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